
第 1回上級コーチ講習会報告

「第 一 回 上 級 コー チ 講 習 会」 を開

催 す る にあ た っ て 、 その前 提 とな る

「 日本体 育 協会 公 認 ス ポー ッ指導 者

制 度」 の制 定 につ いて ご理 解 をい た

勧 銀体 育館 を使 用 して行 わ れ た。 参

加 者 は予定 の 50名 の 内、 41名 が参 加 。

4泊 5日 にわ た る熱 心 な講 習会 だ っ

た。 そ こで 、 その 内容 を主催 者側 か

ら 日本協 会 理 事 、 日高明氏 に、 受講

だ くた め に 少 し述 べ て み た い と思 い

ます。

か ね て か ら懸 案 とな っ て い た指 導

者 の育 成 と活 動 促 進 に つ い て 、 日本

者側 か ら小林 平 八氏 (中京 大 監督 )

に依 頼 し、 その 主 旨 と主 な 受講 後 の

感 想 な どを書 い て いた だ い た。

以 下 は その 内容 で あ る。

体 協 な らび に加 盟 団体 が一致 して市

民 ス ポー ツ層 の指 導 か ら、 トップ の

選 手層 の指 導 に至 るまで 、地 域 的 に

また競 技種 目別 に も相 互 の連 係 を密

に して指 導 体 制 の確 立 を 目的 に推進

す る こ とに な っ たのが 、 そ もそ もの

発端 です。 これ まで学 校 運動 部 を主

な基盤 に競 技 スポー ツ と して発展 し

て きた我 が国 の ス ポー ツ界 は、広 く

市 民 スポー ツ層 か ら トップ の選 手層

まで に対 応 す る受 け入 れ態勢 な らび

に指 導 体 制 が充 分 整備 され て い る と

は い ぇ ませ ん。 また、 モ ン トリオー

ル・ オ リン ピ ック大 会 を反省 した各

競 技 団体 は、 コー チ制 度 や指 導 体制

の確 立 して い る国 が好 成 積 をあげ て

い る事・態 を指摘 し、我 が国 の不備 を

認 め て い ま した。 これ らの実 情 をふ

ま えて、地 域 にお け る楽 しみ に行 な

う市 民 ス ポー ツ層 か ら、発育 期 の将

来 性 あ る少年 層 の スポー ツ、 そ して

世 界 に挑 戦 す る トップ・ クラ スの選

手 層 まで、 これ まで各競 技 団体 が水

年 培 って きた ス ポー ツ技 術 を科学 的

に裏 づ け られ た一 貫 した指 導 方 針 に

基 づ き、対 象者 の 活動 目的 に適 応 で

き る指 導 体制 を早 急 に確 立 す る必要

が あ る と、体 協 の主催 者 は述 べ て い

ます。 我 がバ スケ ッ トボー ル協 会 も、

か ね てか ら、 その必要 性 を痛 感 し、

普 及部 、選 手 強 化音6が中′しヽに な って、

この企 画 を進 め る こ とに したわ けで

す。

さ ら 1こ 、 この市Il度:を 制 定:す る 目的
につ いて、 こ う述 べ て い ます。

I指導体 制 確 立 の 目的

1)各 ス ポー ツの特殊 性 に対 応 した

指 導 体 制 を確 立 す る。(そ れ ぞ れの

協会一体になっての強化策
日本 バ スケ ッ トボ ール 協 会 理 事  日 甚華 :明
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体協 と加 盟競 技 団体 とが 一 致協 力

して指 導 者育成 の 第一 歩 と した 「第

1回 上蔽 コーチ講 習会 」が 2月 23日

か ら27日 まで世 田谷 区 下 馬 にあ る三

井生 命 教 員所 と 目黒区碑 文 谷 の第 一



スポー ツ特 性 や競 技 団体 の実 情 に

即 した指 導 方 針 の一貫 化 をはかる )

2)多 様 な ス ポー ツ活動 に対 応 す る

指導 者 の養 成 を制 度 化 して行 な う。

(基準 とな る制 度 を設 定 し、段 階 を

追 っ て資 質 や指導 力 の向上 をは か

る。)

3)指 導 者 の 各組織 内 にお け る位 置
づ け と、指 導 技能 や指 導 能 力 に応

した資 格 認 定 を明確 に し、社 会 的

信頼 を確 保 す る。(国民 の ス ポー ツ

欲 求 に対 す る体 協 の社 会 的使 命 を

認識 し、社 会 の要 請 に対 処 で き る

指 導 体制 を整備 す る。)

4)競 技種 目お よび地 域 にお け る指
導 者 の組 織 的連係 をす す め 、活動

促進 をはか る。(市民 ス ポー ツ層 に

係 わ る指 導 者 か ら競 技 力 向上 に係

わ る指 導 者 まで一 体 とな っ て、地

域 や競 技単 位 に組 織 化 をす すめ 、

指導 者相 互 の連 係 を緊密 にす る。)

5)_上 記 目的 を実現 させ るため 、現
行 の ス ポー ッ指導 員 、 ス ポー ッ・

トレー ナ ー の育 成事 業 は発展 的 に

本制 度 に組 み入 れ 、計 画 的 に育 成

をはか る こ と とす る。

II指導 者 の種 類 と役 割

スポー ツ技 術 の指 導 者 の育 成 と活

動 促進 を中心 に、次 の 3種 に なっ て
い ます。

1)イ ンス トラ クター (lnstructor)
ス ポー ツ活動 を行 な う グルー プ

や クラブ にお いて 、 ス ポー ッ技術

の指導 と活動 組織 の育 成 。指 導 に

あ た る者。

指導 対 象 者 の性 、年 令 、経 験 、

運動能 力 に対 応 す る基礎 的 な知 識

と手旨導 技能 を身
`こ

つ́ιナ、 一 応 οつオ旨

導 経 験 を有 す る者 。

2) コーデ:(Coach)

スポー ツ活動 を行 な うグルー プ

や クラブ に お いて、 ス ポー ッ技術

の指導 と活動 組 織 の育 成 ・指 導 に

あ た る者。

指導 対 象者 の性 、年 令 、経 験 、

運動 能 力 に対 応 す る専 門的 な知 識

と指導 技能 を身 につ け、本目当 の指

導 経 験 を有 す る者 。

閉講 式 で も終 始 な ごや か な雰 囲気 だ っ た。

3) _Li及 コ ー デ=(Senio「 Coach)

ス ポ ー ツ活 動 を行 な う グ ル ー プ

や ク ラ ブ に お い て 、 ス ポー ツ 技 術

の 指 導 と イ ン ス トラ ク ター 等 の 育

成 に あ た る と と も に 、新 た な 技 術

の研 究 開 発 を行 な う者 。

指 導 対 象者 の 性 、 年 令 、経 験 、

運 動 能 力 お よ び 当 該 ス ポー ツ の 特

殊 性 に 対 応 す る専 門 的 な知 識 と指

導 技 育ヒを身 に つ け 、オロ当 の労売■支経´

験 と指 導 経 験 を有 す る者 。

III指導 者 の 育成

前項 の スポー ツ指 導 者 を育 成 す る

ため 、共 通 教科 と専 門教 科 か ら編 成

され た カ リキュ ラム に基 づ き次 の講

習 を実施 します。 なお 、教 不斗カ リキ
ュ ラム は共 通教 科 を 日本体育 協 会 が

専 門教 科 は各競 技 団体 が担 当 し編 成

す る。

1)イ ンス トラ ク ター育 成 コー ス。
講習 は都 道 府 県体 協 と競 技 団体

が担 当 す る。

2)コ ー チ育 成 コー ス

3)上 級 コーチ育 成 コー ス

講 習 は体 協 と競 技 団 体 が担 当す る。

Ⅳ指 導 者 の登録

前項 の資 格 を得 た ス ポー ツ指 導 者

は 日本体育 協会 、 な らび に各競 技 団

体 へ登 録 を行 な い、登 録 した指導 者

は 日本体育 協 会 な らび に各競 技 団体

が実施 す る行 事 。事 業 へ の参 加 や 各

種 の助 成 を受 け る こ とが で きます。

さ らに、 この制 度 が確 立 され る と

見本 を代 表 す るナ ン ヨナ ル
・ チー ム

のヘ ッ ド ‐コー チ や その他 の ス タ ッ

フ を有資 格者 か ら選 出 す る こ とに な

っ て い ます。

日本 体 育 協 会 発 行

(指導 者 の た め の ス ポ ー ツ・ ジ ャ ー ナ ル よ り抜 粋 )

以上 が この制 度 の概 要 です が 、 日

本 バ スケ ッ トボー ル協 会 で は、

1.指 導 者 の強 化 と或 る程度 の意

志 の疎 通

2.高 校→ 大 学→ 実業 国 にお よぶ

一 連 の指導 体 系 の摸 索

3. イ ンス トラ クター 、 コー チ育

成 の ため の指導 者 を養 成 す る。

こ とをさ らにつ け加 えて実施 しま し

スこ。

講 習会 の経 過

日本体 協 か ら50名 の受 講生 を とい

う こ とで、 1実連 15名 、学 連 15名 、高

体迪 10名 、強 化委 員会 推 薦 10名 の計

50名 の参 加 者 を推 薦 して い た だ い た

の です が 、公務 や その他 の事 情 か ら

63



結 局 41名 の参加 で始 め ま した。 日程

・ 内容 は別 表 の通 りです が、三井 生

命 と第一 勧 銀 の御 厚 意 に よ り、宿舎

と体 育 館 を提 供 して い た だ きま した。

講 習会 は、講 義 。実 技指 導 ・ セ ミ

ナ ー にわ か れ、最 終 日の午後 は テス

トとぃ う きび しい もの で した。

連 日、午 前 8時 に朝 食 、 8時半宿 舎

出発 、 9時開始 、午 前 は 11時50分 ま

で、昼 食休 憩 が 1時 間 、午 後 1時再

開 、午 後 4時40分終 了。宿 合 に帰 り

夕食 、午 後 6時か ら 8時40分迄 、講

義 及 びセ ミナー 、 1日 10時間 をこな

す とぃ ぅハ ー ドス ケ ジュー ル で した。

講 師 の説 明 に対 す る質 問 、意 見 が

活 発 に だ され、 テーマ に よって は、

火花 が散 る よ うな激 しい応対 も しば

しば あ りま した。 一 日の終 了後 、 さ

らに、各部 屋 に数 名 が集 ま り、深夜

2時 、 3時 にお よぶバ スケ ツ ト談 議

が つづ き、 まさ にバ スケ ッ ト狂 の集

合 体 とい っ た感 じで、 その熱心 さは、

さす が 日本 の トップ・ レベ ル の コー

チ達 だ な あ と感 心 しま した。

紙 数 の関係 で内容 に関 す る報告 が で

きな いの が残 念 です が、私 が ノー ト

したち,だ けで も糸勺40頁 に な るほ どで

す の で想像 して い ただ け る と思 い ま

す。

成 果 と反 省

参 加 者 個 人 に よ って、感 じ方 が異

な るか も しれ ませ んが、王催 者 側 と

して は、予 期 以上 の成果 が得 られ た

もの と考 え て い ます。 年 度 末 をひか

え た多忙 な時期 に集 って い ただ き、

その上 、前 述 の よ うなハ ー ドスケ ジ

ュー ル に耐 え、 と もす る と独善 的 な
バ スケ ッ トボー ル に対 す る考 え方 、

取 り組 み方 を第二 者 に公 開 す る こ と

に よって、 さらに 自己 の向上 に役 立

て る とい う気持 が な けれ ば 、 とうて

い この講 習 会 は成功 しなか っ た で し

よ う。 王催 者側 と して は、最 初 は、

トップ ・ レベ ル のノ、達 は なか なか参

加 しな いの で は な い だ ろ うか 、半 分

も集:ま れ ば成功 で は ないか と、 い さ

さか危惧 の念 を持 って い ま したが 、

予 定 した、 ほ とん どの顔 ぶ れ が集 ま

り、皆 さ ん方 の熱 意 の程 が伺 われ 、

講 習内容

日本バ スケ ッ トボー ル 界 の向上 、発

展 に必 ず役 立 つ こ と と、大変 喜 ば し

く感、じて い ます。

反 面 、主 催 者 側 と しての反省 もな

い わ け で は あ りませ ん。

1.年 度 内 に終 らせ る とい う時 間

的 な制 約 の ため に、 多忙 な時

期 を選 ば ざ る を得 なか っ た。

2.専 門教 科 40時 間 を消化 す るた

め に は 、 も う少 し日程 が欲 し

か っ た が 、 4泊 5日 の た め 、

1日 10時 間 以 上 の 強 行 ス ケ ジ

ュ ー ル に な っ た こ と。
は人

3.テ ー マ が広 汎 な範 囲 に及 ん だ

ため に、 問題 点 を深 く追 求 す

る時 間 が不 足 した こ と。

等 が あげ られ 、次 回 か らの参 考 に

資 した い と考 ぇ てお ります。

最 終 日の テ ス ト終 了後 、関 西地 区

の参加 者 か らの発言 で 、第一 期 生 の

集 ま りを、今 後 、年 に一 回以上 は持

って、 ぉ互 の研 鑽 を深 め て い こ う と

い うこ とに な り、尾崎 、細 川 、島 田

(三 )の 諸 氏 が 幹事 役 に な り、関西 地

区 です で に実施 され て い る
“が んば

ろ ぅこざ'' ιこそ卜,充す る ,夫言義が な され ま

した。 自分達 が 、 日本 バ スケ ツ トボ

ー ル 界 発展 の ため の技術 指導 面 で の

礎 石 に な ろ う とい う決 意 の程 の あ ら

わ れ だ と思 っ て い ます。

今 後 の指 導 者 強化 態勢 につ いて

底 辺 の拡 大 、競 技 人 口の増加 、 そ

の こ とがや が て は、世 界 の檜舞 台 で

の好 成績 につ な が る こ とは論 をまた

な い とこ ろです が、 その ため に は、

良 い指導 者 が絶 対 に必 要 です。 従 来

か ら もその必要 性 につ いて種 々検 討

され 、 手 は うたれ て きたの です が、

結乳霧岸の感がないでもなかったと

い っの が本音 です。

日本協 会 が総 力 を あげ て、 この こ

とに当 るの は勿 論 で す が、従 来 、 と

もす る と、普 及 ・強化 ・規 則 審 判 、

それ ぞ れ の横 の連 絡 が とれ な い ため

に、 そ の実 が あが らなか っ た こ とも

あ りま した。 また、 ミニバ スケ ッ ト

中学 校 、高校 、大 学 、実業 団 とつ な

が る縦 の糸 も必 ず しも大 く丈 夫 な も

の で な か っ たの が実 情 であ っ た と思

い ます。 今 回 の講習 会 で、縦 ・横 の

連 繋 が あ る程 度 とれ は じめ た こ とは

画期 的 な こ と と言 え るで しよ う。

協会 として も、今 後事 情 の ゆ るす

限 り、上 級 コー チ を育 て る講 習会 を

開催 し、世 に送 り出 す と同時 に、都

道府 県単 位 の コー チ ・ イ ンス トラク

ター育 成 講 習 会 も開 いて、次代 を担

う指導 者 を養 成 しな けオ
´
しば な らない

と考 え てお ります。

今 回 の講習 会 参加 者 の レポー トを

まだ全 部 読 んで居 りませ んの で、何

とも言 え ませ んが、各 人 か ら出 され

た良 い ア イデ ィア を どん どん生 か し

て い きた い と考 えて い ます。

終 りに の ぞ み 、 講 習 会 成 功 の た め

に 、 陰 の 力 に な っ て下 さ っ た 、 日体

大 男子 バ ス ケ ′ヽ トボ _ル 部 員 、 日立

戸 塚 の 部 員 、 学 連 の 小 武 、 本 永 の諸

氏 に厚 く御 札 を 申 し上 げ る次 第 で す 。

3月 5日 記

(文 責 ・ 日高  明 )

■
■

―

‥

2月 23日 2月 24日 2月 25日 2月 26日 2月 27日

12: 00

13: 00

17: 00

18: 00

21 : 00

〔指導法〕

ゾーン・オフエ

ン ス (原 田 茂 )

質 疑 応 答 、 討 論

〔指導法〕

基礎技術

(清水義 明 )

質疑応答 、討論

〔指導法〕

オ フ ェ ン ス

(新井 春 生 )

、 討 論

指 導 法 に 関 す

る セ ミナ ー

(吉井 四 郎 )

受 付 、 開講 式 昼   食 昼   食 昼   食 昼   食

σ)そ・ ま しヽヽオ旨ヨ事

者 (吉井四郎 )

〔指導 法〕

オフェンス

速攻 法

(榎本 日出夫 )

質 疑 応 答 、 討 論

〔指導法〕

ァ ィ フ ェ ン ス

忍 者 デ ィ フ ェ ン

ス (尾 崎 正 敏 )

質 疑 応 答 、 討 論

〔指導法〕

ディフエンス

2-2-|ゾ ー

ン・ プ レ ス

(吉田 正 彦 )

質 疑 応 答 、討 論

テス ト

開 講 式 、 解 散

女子の指導

(尾崎正敏 )

技 術 の 発 達 段 階

(吉井 四 郎 )

夕  食 夕  食 夕  食 夕  食

世 界 の バ ス ケ ッ

トボ ー ル

男 子 (吉 田正 彦 )

女 子 (尾崎 正 敏 )

技 術 に 関 す る

セ ミナ ー

(牧山圭 彦 )

(吉井 四 郎 )

競 技 規 則 及 び

審 判 法

(藤 堂 巨 令 )

〔戦 術 と作 戦 〕

ゲ ー ム の 実 態 と

把 握 (吉井 四 郎 )
ゲ ー ム の指 導

(尾崎 )
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名古 屋 を出 発 した 2月 23日 は、新

幹線 が全 国的 に午 前 中点 検 整備 の た

め全 線 全面 運 体 で あ り、三 井 生命 で

の点口手 (午後 12時30分)に 間 に袷|ヽわ
せ るべ く午 前 5時 には家 を出 た。

途 中参加 す るにあ た って希 望 と不

安 が入 り混 り、 どこ とな く半 信半 疑

な面 も多分 に感覚 的 に は あっ た。 こ

の ての催 し と して は、以 前 1級・ 2

級 トレーナ ー の養 成 とか 中央 指 導者

技術 講 習会 な どの催 しは あ るには あ

っ たが、今 回 の よ うな規模 での講習

会 を もっ た こ とは恐 ら く初 め ての こ

とで 、一抹 の不安 もつ の り、一体 、

「誰 が激 動 の 第一 線 で活 躍 して い る

この いわ ゆ る上 級 コー チ を、 どの よ
うに して講義 す るの か」「選 出 され た

参加 者 は、 どの よ うな顔 ぶ れ か。」、

「送 付 され て来 た講 習会 の 内容 の最

後 にテ ス トが あ る と書 き込 んで あ っ

たが、 どの よ うな問題 を誰 が採点 す

るの か」 等 が正 直 い っ て、早 朝 の車

中 で頭 の 中 をか す め て い た。

だが 、 その半 信 半 疑 の不安 な存在

も講 習会 が始 まっ た途 端 ヾ いつの間

にか消 え去 り吹 き飛 んで しまっ た。

参加 した講 師 と受 講者 の顔 ぶ れ が初

め て一 堂 に集 結 した頃 に は、私 が最

初 に懸 念 して い た こ とを皆 同様 に思

って参 加 して きたの だ と言 うこ とが 、

読 み とれ た。 講義 が開始 され る とい

つ の間 にか 、 そ ん な雰 囲 気 は た ちま

ち忘 れ去 り、真 剣 味 あふれ た熱 気 の

あ る雰 囲気 につ つ まれ た。

この講 習会 の意 図 も完 全 に理 解 さ

れ た。 こ こに集 合 した集 団 はお互 い

に、過 去 何 回 とな く選 手権 の か か っ

た大 会 で戦 っ た こ とが あ る人 や 、 ま

た、 そ う した関 係 は な くと もほ とん

どの 人 は顔 見知 りで あ り、 よ く相 手

を理 解 してい る者 同志 で あ っ た。 そ

の ため に各 自が互 い に、 た だ者 で は

な いぞ と姿 勢 を正 し、 当然 自分 に対

して も、気合 を入 れ真 剣 に な らざ る

得 ない心 構 ぇ となっ たの だ。

場 内 はやや もす れ ば、 ケー ム 中 の

ベ ンチ に座 って い る と きの雰 囲気 に

もな りか ね な い。 なぜ な ら、参 加者

全 員 が「 日本 バ スケ ッ ト界 の夜 明 け」

とな る画 期 的 な こ とが始 ま る ときで

あ る こ とを察 したか らで あ る。 各 自

それ ぞれ が チー ム の最 高責 任 者 で あ

る以上 、一挙 手 一 動 作 に責 任 を もっ

た態度 で望 まな けれ ば とい う態度 が 、

暗黙 の うちに広 が っ て い くの を確 認

し合 っ た。

講 師 は な ん とか して 日頃苦悩 して

い る コー チ の受 講者 全 員 に、 お のれ

が この 足 で歩 み 、遠 回 りしてや っ と

の思 い でつ か み取 っ た道 を少 しで も

短縮 で きるの で は な か ろ うか との暖

か い心 づ か いが に じみ 出 て い る。 体

験 を通 じて得 た もの を伝達 して、 そ

れ を組 み合 わせ た り、結 びつ け た り、

たた き台 に した り、 さ らに は各 自の

オ リジナ ル な もの を創 り出 す きっ か

けに なれ ば との心 づ か いが感 じ とれ

た。

日頃受 講者 は、 まっ た く孤 独 の 中

で壁 にぶ つ か っ て苦悩 して お り、 こ

の講 習 会 の 中か ら何 とか して今 迄 に

なか っ た何 か を吸収 し、 ,舌 路 を見 つ

け だ し脱 皮 した い心 が 、各 自の 目に

写 っ て い た。

両 者 が っ Śヾ り、 手自華1を か け て Śヾ―つ

か り合 い 、 や る気 満 々 と な っ て講 習

会 の 幕 は切 っ て 落 と され た。

悪 たれ言葉 で表 現 す る な らば、 な

ん とか して他 人 の良 さを 「盗 も う」

とい うまな ざ しで受 講 す る各 コー チ

を前 に して、講義 す る講 師 も人の子

で あ る。 発表 は、現在我 が国 で最 も

活 躍 中 の現 役 コー チばか りで あ り、

最 前 線 の コー チ で あ る。 極 秘 作 戦 を

出 し惜 しみ で も した不夕 を受 講者 に

提 供 で も しよ う もの な ら、普段 、相

手 に対 す る読 み を鋭 く研 究 し、超能

力 を持 ち合 わせ て い る受 講者 に はす

ぐに見破 られ て しま うの で 、全 力投

球 をせ ざる を得 な い。 正 真 に出せ ば

出 した で、相 手 は常 に対 戦 す る仲 間

だ し、 明 日は敵 に な るム 自分 の苦 労

に苦 労 を重 ね て編 み出 し、 創 り上 げ

た② の情報 をみ す みす あ っ さ りと相

手 に提 供 し、 しか も吸収 され て しま

う。 相 手 か らは、 な んに も見返 りが

ない /神様 で な い か ぎ り人 間 、誰 し

もこ ん な と き、複 雑 な気持 とな る こ

とは い うまで もな い。 こ ん な損 な役

割 を実行 した講 師 の I氏 は 、全 員 、

疲 れ が ピー ク とな っ た第 4日 目に行

っ た講 義 開始 の 第一声 で、並 い る全

員 の現 役 コー チ に、心 に大 き く響 く

言葉 を与 えて くれ た。

『皆 さん、これ か ら私 は皆 さん に私

が苦 しみ 、 もが き、や っ との思 い で
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見 つ け出 し、 創 り出 し、今 まで秘 蔵

に して い た私 に とっ て大事 な宝物 を

お見 せ す るわ け です が、恐 ら くこれ

を皆 さんの前 に出 し きっ て́ しま う と、

私 の腹 の中 は その瞬 間 に カ ラ ッポ に

な っ て しま うで しょ う。 この こ とを、

これ か ら実行 す るに は私 に とっ て は、

最 大 の
｀
勇 気 が い る

″ の です。 これ

か ら しゃべ る こ とに よっ て、私 は あ

えて全 身 が空 洞 にな り、穴 だ らけ に

な る こ とを覚 悟 して い ます。

発 表 後 はす ぐに また、必 死 の思 い

で新 しい技術 を開拓 しな けれ ば な り

ませ ん。初 め て手 に した と きの よ う

に、 また明 日か ら一 歩 一 歩努 力 し、

空 腹 を満 たす の だ とい う心 境 で、 お

話 し します。』と言 っ て、講義 に導 入

して い っ た。

I氏 に とっ ては、決 して、 もっ た

いぶ っ た百 い方 を したの で は な い。

コー チの体 験 者 な らば誰 しも この言

葉 は身 に覚 ぇの あ る こ とだ し、『上 級

コー チ を コー チす る人』 の誠 意 を も

っ て最 善 を尽 くそ う とす る姿 が この

と き見 られ 、疲 れ きっ て い た後 半 の

受 講者 に I氏 の この純 粋 な筋金 入 り

の心 を見 出 す こ とが で き、皆 大 い に

感 銘 した。

コーチ の オ アシ ス

ー 夜 の ミーテ ィン グー

今 回 、 ′ヽ ― ドスケ ジ ュー ル の 中 で

この講 習会 を支 えた最 も価 値 の あ る
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時 間 で あ っ た。

昨 日の敵 は今 日の友 、今 日の友 は

明 日の敵 。 こん な相 対 す る人 間関係
に い た る もの 同志 が 、 同 じ屋根 の下

で 4泊 5日 も暮 らす こ とが、 うま く

で きるの だ ろ うか。 別 表 に示 す通 り

のハ ー ドな スケ ジ ュー ル で の生 活 で、

唯 一 の楽 しみ は朝 食 、 夕食 、夜 食 を

食 うこ と と、風 呂 に入 る こ とで あ る。

全 く、 食 うこ と と、寝 る こ との 人 間

本 来 の原 点 が唯 ― の楽 しみ で あ る。

夕食後 も、 6時 か ら 9時の講義 が あ
り、終 わ る と、 1時間後 の 10時 の 門
限 まで全 く休 む時 間 が ない。 さす が

に疲 れ は ひ ど く、集 中 力 は鈍 り、思

考 力 は時 と して な くな り、 くた くた

だ。

だが、最 後 の講義 が終 了 し各 自部

屋 (同室 2人 )に 戻 り、 1日 も終 わ
りや れ や れ と顔 を見合 せ た とた ん、

ム ラ ッ /ム ラ ッ /と フ ァ イ トの泉 が

わ き起 こ る。 まだ まだ何 か講義 に も
の 足 りな さが あ るの か 、何 しろ もっ

と、バ ス ケ ッ トの話 しが した いの だ。

そ こに は も う、体 系 だっ たバ スケ

ッ トボー ル論 は な くて もい い。 む し

ろ、肌 で感 じる実 戦 論 が心 置 きな く

フ ラ ンクに 、飛 び出 す の だ。

私 は、「厳 しい勝 負 の世 界 に互 い に

生 きる者 同志 が 、 この世 で生 存 中 に

友達 に なれ る方法 は あ るの だ ろ うか」

と、 かね が ね思 っ て い た。 今 回 の体

験 か ら、 い と も簡単 に答 が出 た。 そ

れ は、「同席 して共 にめ しを食 うこ と

が、必 ず仲 よ しに なれ る とい うこ と

が実 感 と して受 け とめ られ た。.こ の

時 間 こそバ スケ ッ トボー ルの宝 探 し

の時 間 で あ り、宝物 が うよ うよ して

い る。

厳 しい―世界 に相 対 す る渚
‐
同志 が心

を開 いて話 しをす る とい うこ とが、

進 歩 の ため に いか に必要 で あ るかが

各 自、身 に しみ て解 っ た こ と と思 う
(

い くら話 題 が豊 富 で突 込 み の効 いた

講義 で あ っ て も、何 か も う 1つ突込
み不 足 の部 分 に、 この と きこそ触 れ

る こ とが で き、置 き忘 れ られ て いた

数 々 の話 題 が集 中 して くる。

特 に、各 自の体 験 か らに じみ 出 た

真 底 の独 創 性 の あ る コー チ ング論 が

こ う した雰 囲気 の 中 か ら次 か ら次へ

と、和 気 あ いあ いの 内 に進 み、 時 の

たつ の も忘 れ 、気 が つ い た ら東 の空

に は、す で に明 る さが た だ よっ て い

た 日 もあ っ た。

なぜ 、 この時 間 に こそ持 参 して き

た録 音 テー プ を記 録 と して とっ てお

か なか っ たか と、 1毎 ん で な らな か っ

た人 も多数 い た はず

コー チ とい う体 験 を した人 で なけ

れ ば、「糸色ナ寸」 が 、 つ くほ ど、 このII菌
の こ とは、理 解 で き得 な い。 コー チ

を生 きが い と した と言 う、特 殊 な数

少 な い仲 間 が 、 1年 に 1度 あ るか も
しれ な い、 こ う した集 ま りの場 が、

今 まで に なぜ もっ と早 く提 供 され 、

こ う した理 解 の も とで集 ま り得 なか

っ た もの か、残 念 で た ま らない思 い

がす る。 人 間 誰 しも孤 独 、 その なか

で も最 も孤 独 な人 と言 っ て も過 言 で

な い「 コー チ」 が、 こ う したか た ち

で、 しか も最 初 は きぜ ん た る態度 で

接 しなが ら も、 いつ しか我 を忘 れ て、

連 日夜遅 くまで人間性 に触 れ 、語 り

/｀ え た こ上 に、 この上 級 コー チ の真

の 意 味 で の収 獲 が あ っ た の で は な か

ろ うか。

人 間 心 の 開 閉 差 こ そ 、 そ の 人 の行

動 に対 して の 今 後 に お け る成 否 の カ

ギ が 、 左 右 され る と思 わ れ て な ら な

か っ た。
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とか く、さ (ち また )で は、や れ女 子

の コー チ だか ら、男子 の コー チ だか

ら、 ああ だ、 こ うだ と指 導 す る こ と

に、 男女 の優 劣差 な ど口 に出 して百

う者 もあ る。

当 日、 モ デ ル となっ て参 加 した 日

体大 の男子 学 生 は、 レギュ ラー ・ メ

ンバ ー で あ っ た。イ可しろ、 ン~ズ ン

オフ で もあ り、 なか に は、 ス キー実

習 が終 って直接 、 山か らその ま ま降

りて、練 習 コー トに合 流 した者 もい

′こ。

こんな コ ンデ ィ ン コ ンの も とで は、

ほ とん どの者 が身体 が な まっ て お り、

ンー ズ ン中 の よ うに、思 うよ うに身

イ本がつ いて い けな い音卜分` も見 られ た

が、尾山奇コー チの厳 しい迫 力 の あ る

声 が コー ト全:イ本にデミびか う と、・賃訂ネ刀

の ラ ンニ ン グ・ ドリル開 始 後 、 1分
～ 3分位 の 間 に、独特 の「 コー チ術」
に、学 生 た ち は深 くのめ り込 ん で い

っ た。

最 近 で は、 日体 大 の学 生 は、女 子

の コー チ に指 導 され た体 験 は ほ とん

どな い。 尾 崎 氏 自身 も、 こ う した 日

本 のハ イ・ レベ ル に あ る男子 を近 年

指導 した こ とは、恐 ら く皆 無 で あ っ

た ろ う °

今 日の練 習 は、イ余々 に消 化 され て

いっ た。 時 間 が たつ につ れ て、 日体

大選 手 のペ ー スは ぐん ぐん と盛 り上

が り、 ンー ズ ン中 の絶好 調 時 を思 わ

せ る場 面 も見 られ たほ ど活気 に満 ち

た もの で あ っ た。

日体大 の選 手 に限 らず 、 た とえ中

学 生 をモデ ル に、 この 日の練 習 を行

っ た として も、今 日の よ うな練 習 の

成 果 が で きた ろ う と、講 習会 の終 わ

っ た あ と、会 場 の あ ち こ ちで うなづ

き合 って い た。

コー チ は どの よ うな相 手 に対 して

で も、 自分 が信 じ得 る練 習 方 法 は、

魂 の 入 っ て い る もの で あ り、 ま して

や 男 女 差 な ど根 本 的 に は全 く関 係 な

く、 指 導 す る に あ た っ て は 、 た っ た

今 、初 め て 出会 っ た個 々 の選 手 や チ

ー ム を も動 か す こ との で き得 る もの

で あ る。

尾 崎 氏 は 、 本 日 こ う した関 係 に あ

る モ デ ル を、毎 日接 して指 導 して い

るチ ー ム と何 ら変 わ る こ と な く、 身

を も っ て指 導 で き得 る こ と を 実 証 し

て くれ た。

要 は 、 ね ら い をハ ッ キ リ と させ た

上 で 、何 を どの よ う な順 序 で 至 達 の

域 に実 現 させ る か を、 言葉 な ど に は

特 に工 夫 を重 ね て指 導 す る こ とが 必

要 と な る。 い か に して上 手 に 、 しか

も複 雑 難 解 な プ レー も整 理 し て 、解

りや す い よ う に簡 単 明 瞭 に 、 自分 の

言 い た い こ と を選 手 に伝 達 す る か 、

そ の 表 現 力 が コー チ に は特 に 要 求 さ

れ る。

流動 して い くゲー ム の中 で 、動 作

が よ り
'室

く、 よ リヲ会く 、 よ りIE石雀に

行 え たか に よっ て、勝 敗 の優 劣 は決

ま る。

変 化 す る場 で の的確 な対処 は、豊

富 な知 性 を身 に ま とっ て い な けれ ば

な らな い。 幼 稚 な失 敗 は、貧 しい知

性 を植 えつ け、場計支の優 劣 は知 の能

力差 と言 っ て も過 言 で はない。 日舜間

的 に複雑 、難解 な問題 が次 か ら次へ

と待 ち受 け て い る競 り合 い の 中 で は 、

正 確 な判 断 を伴 う プ レー が要 求 さ れ

る。 ゲ ー ム 展 開 に お け る予 想 能 力 や

切 り替 え の 早 さ は 、 高 度 な 技 術 と専

門 能 力 を伴 っ て ピ ンチ を チ ャ ン ス に

切 り替 え 、 活 路 を見 出 し て ゆ くの で

あ る。

競 技 力 は技 術 、 体 力 、 精 神 力 、 経

験 が大 き な要 素 と な っ て い る。 こ れ

ら の要 因 を さ ら に 高 度 化 し、 お し進

め て い くの に は コ ー チ の リー ダ ~ン

ップ の育ヒカ 差 が 大 き く もの を言 う。

トレー ニ ン グ の 実 際 に も、 そ の 目

標 に向 か っ て 冒険 的 な施 策 を施 し た

上 で 、 試 行 錯 誤 を続 け て 前 進 して い

くの で あ る。 開 発 能 力 が 鈍 る と、 た

ち ま ち勝 負 の世 界 で は 、 蹴 落 と され

る は め に な り指 導 者 の能 力 の有 無 は 、

こ の 開 発 能 力 に か か っ て い る。 勝 つ

た め に は 、常 に現 状 の競 技 力 を把 握

して チ ー ム が一 体 とな り、 あ らゆ る

知 恵 を しぼ っ た上 で創 意 ・ 工 夫 し、

創 造 に 向 か っ て の努 力 体 制 を作 る こ

とが 必 要 とな る。 コー チ は選 手 に対

して は教 師 以 上 の影 響 力 を持 っ て い

る。 コー チ が 尊 敬 され れ ば さ れ る ほ

ど以 心 伝 心 で 、 コー チ の 一 挙 手 一 動

作 が敏 感 に選 手 の 動 向 に 深 く左 右 さ

れ て い くの で 、 全 知 全 能 力 をふ り し

ぼ っ て 的 確 な新 技 術 、新 指 導 法 の 開

発 に努 力 しな け れ ば な ら な い。

新 技 術 の 開 発 は 、新 技 術 が 実 戦 で

使 え る た め に 、競 技 性 に対 す る先 見

性 に 目 を向 け 、 一一抹 の 可 能 性 を見 い

出 し、失 敗 を恐 れ る こ とな く根 気 よ

くお し進 め て い か な け れ ば な ら な い。 ―

―

―
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